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はじめに

　2022年もオミクロン株の大流行から始まり、中国での実態不明の新型コロナパン
デミックと、コロナに明け暮れする１年でした。ロシアによるウクライナ侵略もあり、
世界情勢が不安定化、エネルギー危機、食糧危機、物価高、また気候変動による災
害の甚大化など、世界中が混乱の坩堝に陥れられました。
　化石燃料の供給の不安定化をうけ、パーム油関係の価格は急上昇、「貧者の油」と
称されたパーム油も貧困層には入手しにくい価格になってしまいました。

　ひさしぶりに対面でも開かれたRT2022では、RSPOのインパクトレポートが発表
されました。RSPOの活動を網羅しているレポートなので、詳しく知りたい方は是非
ご覧ください。RSPOのサイトで読めます。

　RSPOに加盟の日本企業は280社以上と、世界の国々の中でも数的には多いです。
ただ、認証制度への取り組みが具体的に進んでいるかは別問題です。

　ここでは、消費者になじみ深い消費財メーカーのACOPレポートを調べ、パーム
油などの使用量、認証品の使用量、RSPO認証マークの使用の意志の有無などを企
業別に掲載しました。東京オリンピック・パラリンピック前に比べると、認証品の
導入は進んでいるものの、まだまだ少ないといわざるを得ません。消費者が認証品
を購入したいと思っても、対応する認証品がほとんどないのか現状です。
　また、認証のグレイドも、実際には認証油が入っていないB&Cが多い、メーカー
も購入を希望しても入手できないなど問題は山積しています。

　生物多様性保全は、地球上に暮らす人間全員が関わっていかなくては解決できな
い問題です。「消費者の意識が低い」「メーカーが目先の利益にこだわって認証油を
使わない」などお互いに責任を押しつけあっても仕方ありません。何もしなければ、
事態は確実に悪化します。月並みですが、今の時点でできることから始めましょう。
　この白書が、持続可能なパーム油への理解の一端となれば幸いです。

� パーム油白書編集委員会（青木崇史、中西宜夫、森井真理子）

表紙写真：河岸まで迫るアブラヤシのプランテーション（上）。多くの動物たち（下）が住処を追われてしまった。
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RSPOはインパクトレポートを発表。
重要継続課題は小農の認証取得
RTは例年のように小農グループの認証取得の発表から始まり、全体会議や分科会、展示ブースや、
サブイベントなどさまざまな角度から小農の認証取得を扱っていた。小農の認証取得拡大は、RSPOの重要課題である。
RTでは多数の全体会議や分科会があるが、今回は小規模農家の課題についてアンテナをはりながら参加した。

が目前の課題であることが強調され、搾
油工場の設備なども不完全で、マレーシ
ア・インドネシアなどアジアと異なった
状況があることが示された。

小農関係のブース展示
　ワイルドアジアの�SPIRAL�"Small�
Producer� Inclusivity�and�Resilience�
Alliance"（小規模生産者包括的レジリ
エンスアライアンス）というプロジェク
トの展示が興味深かった。世界のアブラ
ヤシ業界のキーパーソンをつなぎ、小規
模農家を世界のサプライチェーンに組み
込むことを支援し、地球に優しい農法を
推進するプログラムで、認証取得のため
にグループ化した小農に、オーガニック
ファーミングやバイオ炭などの導入を行
い、付加価値をつけて農家の自立を促そ
うというものである。ワイルドアジア
は、2003年に設立されたマレーシアを
拠点とする社会的企業で、アブラヤシな
どの農産物の持続可能な生産や流通のシ
ステムを提案・確立する事業を行ってい
る。2016年から小農の認証取得を推進
してきた。
　もうひとつは、フォータスビ（FORTASBI
インドネシア持続可能なパーム油農家フ
ォーラム）は、2014年、インドネシア
の複数のNGOとアブラヤシ小農組織が、
持続可能な認証に向けて独立したアブラ
ヤシ小農のキャパシティを高めるため
のグループとして創設された。https://
www.fortasbi.org/インドネシアの７つ
の地域に広がり77村が参加している。そ
して10995の小農が認証を取得し、その
面積は24728.3Haとなっている。
　何よりも興味深いのは、これらの２つ
のプロジェクトはRSPO認証の取得にと

インパクトレポート
　RSPOの進捗がさまざまな角度からデ
ータで説明されているインパクトレポ
ートが発表された。詳細はhttps://rspo.
org/our-impact/で見ることができる。
「分科会１　インパクトレポートの紹
介」では、小農のデータが引用され、「ア
ブラヤシで生計を立てている小農は、全
世界で少なくとも700万人、インドネシ
アとマレーシアには約330万人が存在す
る。タイでは、36万４千の小農がアブラ
ヤシ栽培面積の70％以上を占めている。
ラテンアメリカとアフリカはデータが不
十分で正確な数字はつかみにくい」と報
告された。
　RSPOでは認証を目指す小農に資金
的な支援を行うRSPO小農支援基金
（RSSF）を2013年に立ち上げた。その
後2020年までの間に、38,597人の独立小
農を支援するために403万米ドルが承認
され、そのうち260万米ドルが活用され
た。

アフリカなどの小農の状
　全体会議２の「小規模農家を大規模に
取り込む持続可能なパーム油の発展」で
はガーナ、ウガンダ、メキシコ、パプア
ニューギニアの事例をあげ現状とこれか
らの拡大目標などについて語られた。ア
フリカでは気候変動問題より飢えや貧困

どまらずリジェネラティブ農業（環境再
生型農業）の導入を目指している。リジ
ェネラティブ農業とは既存の農業で傷ん
だ土壌を修復しながら、土壌の生物多様
性を回復させることで、自然環境の回復
を目指す農業で、有機農業やアグロフォ
レストリーの実践なども含まれる。
　RSPO認証製品の占める割合はまだ世
界の生産量の20％程度だが、先駆的なグ
ループはすでにその先の目標を掲げてい
る。近い将来RSPO認証製品を使ってい
るからそれでいいという時代ではなくな
るかもしれない。

RT ２０２２は、RSPO認証を取得した小農グループの
表彰式から始まった。

RT２０２２報告

中西宣夫（サラヤ調査員　BCTJ理事）

分科会1
より大きなインパクトを生み出すためのデータとテクノ
ロジーの活用

分科会2
アジア地域の対話 - 持続可能なパーム油のための基
盤整備

分科会3
地域別認証の実現に向けて

全体会議1
持続可能性基準における人、地球、そして繁栄のニー
ズのバランス

全体会議2
小規模農家を大規模に取り込む持続可能なパーム油
の発展

分科会4
成熟市場における共有責任の未開発の可能性の活用

分科会5
パーム油に関する情報発信 - メディアとステークホル
ダーとの対話

分科会6
クレーム - あらゆる角度から 

分科会7
農園レベルでの社会的デューディリジェンスの実践 - 
どのように集団的かつデータ主導の行動が労働者と
業界にとってより良い結果をもたらすか。

分科会8
人権と 労働者の権利の強化、将来のデューディリジェ
ンスと森林破壊に関する法律への適応

分科会9
ネットゼロを目指すパーム油産業 -コミットメントかミッ
ションか？

全体会議3
RSPOの将来性 - 2050年のパーム油のあり方

全体会議4
パーム油セクターにおける労働基準の運用について

【 表A 】 RTプログラム
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持続可能なパーム油の調達と消費促進
のため、JaSPONは日本で活動中
２０１９年、日本の小売や消費財メーカー、NGOの１８社／団体が日本での認証パーム油における
さまざまな問題を解決することを目指してJaSPON を設立した。
ここではあらためて、コロナ禍下での３年間の活動紹介と今後の課題について紹介したい。

＊https://jaspon.jp/about/

JaSPON 活動報告

青木崇史（BCTJ事務局長）

　設立から約３年を迎えるJapan�
Susta inable � Palm� Oi l � Network
（JaSPON、持続可能なパーム油ネット
ワーク）は、これまでさまざまな活動で
日本市場の認証油普及に努めてきた。
　毎年の全体会議の他に認証油の調達や
RSPOトレードマークの取得方法に関す
るワークショップの開催、プレミアム（上
乗せ）の検討や添加物・派生物の入手可
能性を検証する部会の立ち上げのほか、
RSPO職員によるサプライチェーン認証
のセミナーや質問会も行っている。
　新型コロナウィルスの世界的な感染拡
大という想定外の事態でイベント開催の
機会は減少したが、認証油市場の裾野を
広げる努力を着実に続けてきた。
JaSPONの活動内容を紹介したい。
1 持続可能なパーム油の調達に関する
情報収集及び情報提供
　認証油の購入を考える企業にとって、
最初の一歩のハードルは低いものではな
い。調達を検討する企業からは「認証油
を扱うようになると日常業務がどう変化
するのか知りたい」「調達について先行
企業の具体的な話を聞きたい」「規定の
詳細を知りたいが英語の資料しか無いの
で苦慮している」といった声もよく聞か
れる。
　RSPOの公式情報はウェブサイトで公
開されており、中国語など12か国語で読
めるように準備が進んでいる。（自動翻
訳のアプリを入れれば日本語でも一定程
度は読むことができる）。
　また加盟企業へはRSPO事務局から定
期的なメールも配信され、最新のニュー
スが提供されている。
　しかし条項や規則に関する資料の量は
膨大で、必要な情報を探し出し、その詳

細を理解するのは労力を要する作業だ。
自社の認証油調達に関する規則が変更さ
れたことに気づくのが遅れ、のちのちの
トラブルにつながる可能性も否定できな
い。JaSPONでは常に最新の情報を収集
・理解し、会員に届けるとともに、質問
や相談についても幅広く受け付けること
が求められる。
2�普及の促進
　普及の促進においては、企業をサポー
トして認証パーム油の調達を進めるだけ
ではなく、消費の促進、すなわちRSPO
と認証ラベル、また認証ラベルの付いた
商品と販売する企業の存在を世の中に喧
伝し、RSPOの価値が理解される社会の
醸成を促していくことも重要な役割であ
る。
3�メンバー同士の相互補完
　RSPO認証油において、特に核油由来
の派生物や香料・乳化剤といったような
添加物の認証原料は入手が難しいことも
あり、メンバー同士の情報交換は重要で
ある。
4�交渉とサポート
　RSPOはいまや世界中から5000以上の
企業や団体が参加する巨大な組織だ。日

本からの1社での働きかけがRSPOの決
定に影響を及ぼす可能性はほとんどない
のが現状である。
　しかし、日本企業の加盟企業数は
RSPO加盟国の中でも多い。日本企業が
ひとつにまとまることで、RSPO本部に
日本からの声を届けることができれば、
実効性のあるRSPOのルールの提案や変
更の要望を働きかけることもできるので
はないだろうか。

今後の課題
　2022年12月現在におけるJaSPONへの
参加企業数は44企業、２非営利団体で
ある。同時点での日本企業のRSPO加盟
企業数は284社。つまりJaSPONの加盟
企業数は、RSPO加盟企業の2割に満たず、
活動が広く認知されているとは言えない
ようだ。
「認証パーム油の調達と消費を加速させ
る」という目的*を達成するためにはよ
り活動を活性化させ、加盟企業を増やし、
存在感を高めていくことが重要である。
認証油を扱う企業に「JaSPONへの参加
は必須だ」と思われるような組織となっ
ていくことが必要である。

日本のRSPO加盟団体数変遷
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正会員 Ordinary Member

日本企業のRSPO加盟数は
徐々に増え、２８０社を越えました
東京オリンピック。パラリンピックが終わった後も、RSPOに加盟する企業は徐々に増えています。
ここではRSPOのサイトに掲載されている企業のリストを掲載しました。（２０２２年１０月現在）

消費財メーカー
アサヒグループHD（株）　加 ２０16/1２/２9　
W https://www.asahigroup-holdings.com
味の素（株）
加 ２０1２/8/9　W https://www.ajinomoto.com
江崎グリコ（株）
加 ２０19/1０/２8　W https://www.glico.com
S&Bヱスビー食品（株）
加 ２０17/1０/２２　W https://www.sbfoods.co.jp
花王（株）
加 ２００7/4/4　W https://kao.co.jp
カゴメ（株）
加 ２０18/6/7　W https://www.kagome.co.jp
（株）亀田製菓

加 ２０16/7/２7　W https://www.kamedaseika.co.jp
カルビー（株）
加 ２０17/1０/1２　W https://www.calbee.co.jp
キユーピー（株）
加 ２０18/6/２8　W https://www.kewpie.com
キリンHD　加 ２０18/２/19　
W https://www.kirinholdings.com/jp/
（株）コーセー

加 ２０19/5/3　W https://maison.kose.co.jp
（株）コープクリーン

加 ２００6/7/２4　W https://coopclean.co.jp
堺化学工業（株）
加 ２０２1/1０/7　W http://www.sakai-chem.co.jp/
サラヤ（株）
加 ２００5/1/17　W https://www.saraya.com
（株）資生堂

加 ２０1０/8/1０　W https://corp.shiseido.com
スジャータ・めいらく（株）
加 ２０18/1２/13　W https://sujahta.co.jp
（株）ダイセル

加 ２０18/8/２8　W https://www.daicel.com
太陽油脂（株）
加 ２０11/3/２4　W https://www.taiyo-yushi.co.jp
タカナシ乳業（株）
加 ２０16/6/２4　W https://www.takanashi-milk.co.jp
玉の肌石鹸（株）
加 ２０1２/1０/1２　W https://tamanohada.co.jp
当栄ケミカル（株）
加 ２０16/4/２7　W http://toeichemical.co.jp
東洋水産（株）
加 ２０15/9/3　W https://www.maruchan.co.jp
（株）ニイタカ

加 ２０17/6/２　W https://www.niitaka.co.jp
（株）ニチレイ

加 ２０16/1/18　W https://www.nichirei.co.jp
日新化工（株）
加 ２０２1/1２/２9　W https://nisshinkako.co.jp
日清食品HD（株）
加 ２０13/1０/２3　W https://www.nissin.com
日世（株）
加 ２０19/3/3　W https://www.nissei-com.co.jp

パーム油加工流通
青木油脂工業（株）
加 ２０２０/4/２０　W http://blaunon.co.jp
（株）ADEKA

加 ２０1２/1０/18　W https://www.adeka.co.jp
伊藤忠商事（株）
加 ２００6/6/1２　W https://www.fujioilholdings.com
岩瀬コスファ（株）
加 ２０17/4/1０　W https://www.cosfa.co.jp
岩谷産業（株）
加 ２０19/3/3　W http://www.iwatani.co.jp
植田製油（株）
加 ２０17/9/11　W https://www.uedaoil.co.jp
T,hasegawa
加 ２０２1/9/5
HIS SUPER電力（株）
加 ２０19/3/２２　W https://www.his-power.jp
AGC（株）　加 ２０２０/1２/２２　
W https://www.agc.com/index.html
（株）エストケム

加 ２０２２/9/1２　W https/eschem.co.jp
太田油脂（株）
加 ２０18/1/14　W https://www.ota-oil.co.jp
オレオトレード・インターナショナル
加 ２０18/3/２２
（株）カネカ

加 ２０17/8/17　W https://www.kaneka.co.jp
カネダ（株）
加 ２０17/1２/14　W https://www.kaneda.co.jp
川研ファインケミカル（株）
加 ２０1２/4/5　W https://www.kawakenfc.co.jp
喜多組商事（株）
加 ２０18/7/17　W WEBなし
木村産業（株）
加 ２０19/5/5　W http://kimsco.co.jp
清田産業（株）
加 ２０19/6/２8　W https://www.kiyota-s.com
研光通商（株）
加 ２０17/7/２　W https://www.kenkoco.com
高級アルコール工業（株）
加 ２０1２/9/２8　W https://www.kak.co.jp
合同酒精（株）オノエングループ
加 ２０16/3/18　W https://onoen.jp
興和（株）
加 ２０15/1２/3０　W https://www.kowa.co.jp
小倉合成工業（株）
加 ２０18/6/5　W https://kokuragousei.co.jp
（株）小桜商会

加 ２０18/5/31　W http://www.kozakura.co.jp
小松屋（株）
加 ２０18/1０/3　W http://www.komatsuya.co.jp
（株）コンフィテーラ

加 ２０２２/4/２9　W https://www.confitera.co.jp/
幸商事（株）
加 ２０17/3/２6　W http://www.saiwai.co.jp

日本コルマー（株）
加 ２０２1/1０/14　W https://www.kolmar.co.jp/
日本水産（株）
加 ２０19/11/11　W https://www.nissui.co.jp/
日本ハム（株）
加 ２０２０/8/11　W https://www.nipponham.co.jp
ハウス食品グループ本社（株）
加 ２０18/1/14　W https://housefoods-group.com
パスコ
加 ２０２２/8/15　W https://www.pasconet.co.jp/
ピジョン（株）
加 ２０２０/1２/２5　W https://www.pigeon.co.jp/
Fine Today 資生堂
加 ２０２２/4/1　W https://www.finetoday.com/en
ファンケル（株）
加 ２０18/7/1０　W https://www.fancl.jp/
フジパングループ本社（株）
加 ２０２０/5/3０　W https://www.fujipan.co.jp
（株）不二家

加 ２０18/8/２7　W https://www.fujiya-peko.co.jp
（株）ブルボン

加 ２０19/1０/２　W https://www.bourbon.co.jp
（株）ペリカン石鹸

加 ２０19/11/２9　W http://pelicansoap.co.jp
（株）ポーラ・オルビスHD

加 ２０15/9/２3　W https://www.po-holdings.co.jp
（株）北海道フーズ

加 ２０２1/1０/8　W http://hfoods.co.jp/
（株）ポテトフード　加 ２０２1/6/２4　

W https://www.pfoods.jp/index.html
マルハニチロ（株）
加 ２０19/7/4　W https://www.maruha-nichiro.co.jp
（株）マンダム

加 ２０18/3/２9　W https://www.mandom.co.jp/
ミマスクリーニング（株）
加 ２０1０/9/1　W http://mimasu-cc.co.jp
ミルボン（株）
加 ２０19/3/14　W http://www.milbon.com
（株）明治HD

加 ２０16/3/17　W https://www.meiji.co.jp
森永製菓（株）
加 ２０19/1０/3０　W https://www.morinaga.co.jp
森永乳業（株）
加 ２０18/3/２２　W https://morinagamilk.co.jp
山崎製パン（株）
加 ２０２０/２/２1　W https://www.yamazakipan.co.jp
（株）やまひろ

加 ２０19/1２/6　W http://www.yamahiro.co.jp
山芳製菓（株）
加 ２０２1/9/17　W https://www.8044.jp/
雪印メグミルク（株）
加 ２０18/7/1０　W https://www.meg-snow.com
ライオン（株）
加 ２００6/3/２6　W https://www.lion.co.jp
（株）ロッテ

加 ２０19/4/２２　W https://www.lotte.co.jp

日本のRSPO 加盟企業リスト
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準会員 Supply Chain Associate Member

　長引くパンデミック、ウクライナ危機、
原料・輸送コストの値上がりと激動の１
年でしたが、日本企業のRSPO加盟は増
加しています。
　RSPOの加盟団体は今や5000以上です
が、日本企業は280社（2022年10月、除
くNPO、個人）、世界の中でも上位に位
置しています。

日本国内では、RSPO創立当時はほとん
ど加盟はありませんでしたが、2015年
ごろから増加しはじめ、東京オリンピッ
ク・パラリンピックを控えた2019年に
は52社も一気に増えました。その後も一
時の勢いはないものの、徐々に増えてい
ます。
　RSPO加盟だけでなく、認証油への切

り替えも少しずつ進んでいます（P８～15
参照）。
　RSPOでは、パーム油関連の取扱量
が500トン以上の企業は正会員で年会費
200EUROです。取扱量500トン未満は
準会員で100EUROです。
　どちらも年次報告書（ACOPレポート）
の提出が求められています。

サプライチェーンアソシエイト
アーク（株）／（株）アイセロ／I・T・O（株）／旭化成フ
ァインケム（株）／アステナホールディングス（株）／
イエナ商事（株）／池田糖化工業（株）／池田物産（株）
／稲垣薬品興業（株）／イヌイ（株）／（株）乾工業所／
今中（株）／井村屋（株）／（株）岩田商会／UHA味
覚糖グループ／宇津商事（株）／（株）永廣堂本店／
永和（株）／NSファーファ・ジャパン（株）／（有）エ
ムコ食品／オーケム通商（株）／（株）オーケン／大阪
油脂工業（株）／岡畑産業（株）／化成品商事（株）／
加藤産業（株）／兼松ケミカル（株）／がラムエンター
プライズ（株）／川原石油化学（株）／KISCO（株）／
木曾産業（株）／北沢産業（株）／共栄社化学（株）／

（株）クラウン・パッケージ／ケーアイケミカル（株）／
研三商事（株）／宏輝（株）／光洋商会（株）／交洋フ
ァインケミカル（株）／交洋貿易（株）／コーケンフー
ド&フレイバー（株）／（株）コスメナチュラルズ／寿
貿易／桜井食品（株）／THE SAKUEA GREEN

（株）／佐々木化学（株）／（株）サノ／三栄源エフ・エ
フ・アイ（株）／三光（株）／三洲食研（株）／三晶（株）
／（株）サン・ダイコー／サン・パシフィック・エンター
プライズ（株）／（株）三陽商会／三洋貿易（株）／三
和油脂興業（株）／（株）GSIクレオス／シードルック

（株）／（株）シバハシケミファ／渋谷油脂（株）／島貿
易（株）／昭和興産（株）／信越化学工業（株）／新日
本ケミカル（株）／住商ファーマインターナショナル

（株）／生活クラブ生協／セイワサプライ（株）／（株）
成和化成／Save the Ocean（株）／セティ（株）／
センス＆トリクス（株）／（株）創健社／ソーダニッカ

（株）／（株）タイキ／ダイキン工業（株）／大東化成工
業（株）／大同化成工業（株）／大日精化工業（株）／
太平化学産業（株）／高田香料（株）／（株）立花商店
／チタン工業（株）／（株）地の塩社／千葉製粉（株）
／蝶理（株）／ティックファイン（株）／（株）デイリー
・インポート／（株）テクノーブル／デムライト（株）／
東亜化成（株）／東振化学（株）／東北化学薬品（株）
／東洋サイエンス（株）／東洋ナッツ食品（株）／トー
アス（株）／トーエー食品（株）／（株）トキワ／トピー
工業（株）／中沢乳業（株）／中日本カプセル（株）／ナ
ショナル美松（株）／南海化学（株）／（株）ナンバー
スリー／西野金稜（株）／日弘ビックス（株）／日産化
学（株）／日清化成／（株）日東物産商事／日本板硝
子（株）／日本エマルジョン（株）／日本コーンスター
チ（株）／（株）ネイチャーズウェイ／（株）ネクスト・イ
ノベーション／BIO ACTIVES JAPAN（株）／林
六（株）／（一社）ハンドソープ協会／比果産業（株）
／日比忠（株）／フィグラ（株）／不二化成（株）／フジ
サワ化成（株）／藤本化学製品（株）／ベンチャーケ
ミカル（株）／豊国製油（株）／ポッカサッポロフード
＆ビバレッジ（株）／（株）ホテイフーズ／本城化成

（株）／（株）マツモト交商／松山油脂（株）／丸善製
薬（株）／（株）雅化成／三好化成（株）／（株）武蔵野
化学研究所／睦物産（株）／明光化学（株）／（株）メ
ディプラス製薬／森下産業（株）／森下仁丹（株）／山
本通産（株）／油化産業（株）／油脂製品（株）／ユニ・
チャーム（株）／ユニバーサル・デタ―ジェント（株）／

（有）リンデン／綿半トレーディング（株）

賛助会員
個人

小売り
（株）セブン＆アイ・ホールディングス

加 ２０２０/1/3０　W https://www.7andi.com
パルシステム生活協同組合連合会
加 ２０２1/8/２4　
W https://www.pal.or.jp/about/english/
日本生活協同組合連合会
加 ２０17/1０/２5　W https://jccu.coop
イオン（株）
加 ２０18/1２/２０　W https://www.aeon.info

NGO
ボルネオ保全トラスト・ジャパン
加 ２０19/5/２7　W https://www.bctj.jp

阪本薬品工業（株）
加 ２０1２/9/14　W https://www.sy-kogyo.co.jp
（株）サンエース

加 ２０15/8/1０　W https://www.sunace-corp.com/
三洋化成工業（株）　加 ２０13/8/２０　
W https://www.sanyo-chemical.co.jp/
（株）J－オイルミルズ

加 ２０11/1０/31　W https://www.nisshin-oillio.com
正栄食品工業（株）
加 ２０16/8/２6　W https://shoeifoods.co.jp
昭栄薬品（株）
加 ２０17/1/２1　W http://www.shoei-yakuhin.co.jp
昭和産業（株）
加 ２０18/7/17　W https://www.showa-sangyo.co.jp
新日本理化（株）
加 ２０15/7/9　W https://www.nj-chem.co.jp
住友商事（株）　加 ２０19/11/11　
W https://www.sumitomocorp.com/ja/jp
ゼロワットパワー（株）
加 ２０18/11/２9　W https://zerowattpower.co.jp
第一工業製薬（株）
加 ２０14/7/２4　W https://www.dks-web.co.jp
太陽化学（株）
加 ２０17/２/14　W https://www.taiyokagaku.com
高砂香料工業（株）　加 ２０17/9/1０　
W http://www.takasago.com/en/index.html
月島食品工業（株）
加 ２０14/1０/２4　W https://tsukishima.co.jp
築野食品工業（株）
加 ２０19/1/18　W https://www.tsuno.co.jp/
テイカ（株）
加 ２０1２/8/17　W http://www.tayca.co.jp
東京産業（株）
加 ２０19/1２/6　W https://www.tscom.co.jp
東邦化学工業（株）
加 ２０13/4/２9　W https://toho-chem.co.jp/
東洋合成工業（株）
加 ２０２０/1２/18　W https://www.toyogosei.co.jp/
豊田通商（株）
加 ２０15/5/２8　W https://www.toyota-tsusho.com
長瀬産業（株）
加 ２０17/8/２9　W https://www.nagase.co.jp
日油（株）
加 ２０1２/1０/15　W http://www.nof.co.jp
日華化学（株）
加 ２０17/11/13　W https://www.nicca.co.jp
日光ケミカルズ（株）
加 ２０11/２/9　W https://www.nikkol.co.jp
日清オイリオグループ（株）
加 ２００4/6/２4　W https://www.nisshin-oillio.com
日本食品（株）
加 ２０19/8/16　W https://nisshoku-co.co.jp
（株）日本ファインケム

加 ２０19/２/15　W https://www.jfine.co.jp/
日本サーファクタント工業（株）　加 ２０18/1/15　
W https://www.ns-utsunomiya.com/

（株）日本触媒
加 ２０16/7/２6　W https://www.shokubai.co.jp/ja/
（株）日本発電工業

加 ２０18/8/２7　W https://nhkogyo.co.jp
（株）ハシモトテクニカルサービス

加 ２０２０/4/２０　W http://hashimoto-technical.com
汎アジア貿易（株）　加 ２０17/1０/19　
W https://www.panasian.jp/Japansite/
不二製油グループ本社（株）
加 ２００4/9/8　W https://www.fujioilholdings.com
富士通商（株）
加 ２０19/1/16　W http://www.fujitusyou.com
（株）ブルーキャピタルマネージメント

加 ２０２０/1０/6　W http://www.bcm-co.jp/
丸善薬品産業（株）　加 ２０1２/8/２7　
W https://www.maruzen-chem.co.jp
丸善石油化学（株）
加 ２０16/11/7　W https://www.chemiway.co.jp
丸紅（株）
加 ２０15/２/２２　W https://www.marubeni.com/jp/
三井化学（株）　加 ２０15/9/16　
W https://www.mitsuichemicals.com/index_jp.htm
三井物産（株）
加 ２００8/3/11　W https://www.mitsui.com
三菱ケミカル（株）
加 ２０17/11/7　W https://www.m-chemical.co.jp
三菱商事（株）
加 ２００4/8/4　W https://www.mitsubishicorp.com
ミヨシ油脂（株）
加 ２０17/9/２1　W https://www.miyoshi-yushi.co.jp
明和エンジニアリング（株）
加 ２０19/1/17　W https://meiwa-engineering.co.jp
横関油脂工業（株）
加 ２０18/8/２7　W http://yokozeki-yushi.jp
（株）ラデッシュ・ソリューション

加 ２０19/1/9　W http://www.radish.co.jp
理研ビタミン（株）
加 ２０16/1/1２　W https://www.rikenvitamin.jp
LOPS（株）
加 ２０19/4/２7　W http://lops.co.jp

加＝加入年月日　W＝WEB
マークの読み解き方
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日本の消費財メーカー49社の報告書から、
認証品への切り替えの実態を調査
日本企業はRSPOへの取り組みが不十分、認証油の導入も進んでいないとよくいわれますが、
具体的な数字はあまりでてきません。ここでは、食品やパーソナルケアなどの消費財メーカーのACOPレポートで、
パーム製品の使用量、認証品への切り替え率などを個別にデータを集めました。

ACOPレポート研究

量は9.2万トン、核油が2.2万トンでした。
パーム核ケーキは使用されていません。
　認証品の使用量を見ると、パーム油で
は18万トン、50%が認証品に切り替えら
れています。一方、認証品への切り替え
は核油で27％。派生品で13%とあまり進
んでいません。
　2020東京オリンピックを契機に、日
本企業ではRSPO加盟が急増し、認証油
への切り替えも進んできました。ただ、
派生品は、サプライチェーンが複雑なこ
と、認証品自体少ないこともあってに認
証品への切り替えは難しいようです。

認証品のグレイド
　RSPOの認証は、IPとSG（単一もし
くは複数の認証農園から最終製品メーカ
ーまで、非認証品と混じることがない
１００％認証品）、MB（認証品と非認証品
が混じるが、その比率は明確になってい
る）、B&C（認証品のクレジットが、農
園と最終製品メーカー、販売者とオンラ
イン取引される。認証品は含まれない）
の４つのグレイドに分かれています。
　RSPO発足当時はB&Cが多かったで
すが、現在では実際に認証品が入ってい
るフィジカルな認証品MB以上を使うこ
とをRSPOでは推奨しています。
　30社の認証品のグレイドを調べると、
パーム油ではB&Cが43％、MBは５４％で

　ACOPレポートは、RSPO会員が毎年
提出することを課せられている年間報告
書です、パーム油、核油などパーム油関
連の製品の使用量、認証品の使用量、そ
れらを使用する地域、認証品に100%切
り替える目標年、RSPOの認証マークを
つける意志の有無などほか、土地利用、
水利用、労働者の権利など詳しい設問に
回答していく形式です。これを読めば使
用実態、認証品への切り替え方針などさ
まざまなことがわかります。ただし、報
告書の内容は提出されたまま掲載され、
RSPOはチェックしていません。
　日本は認証品への切り替えが遅れてい
る、フィジカルな認証品を導入していな
いと言われていますが、実際にどの程度
使用されているかは個別に見ていかない
と実態はわかりません。
　食品や洗剤などの日用品は消費者にと
って身近であり、自分たちで選べるもの
です。消費者は認証品を買うことで生物
多様性保全を応援することになります。

食品企業
　RSPO正会員の日本の食品メーカー34
社のうち、ACOPレポート2021がサイト
上で確認できたのは30社、そのほとんど
は誰でも名前を知っている大手企業です。
　食品企業では、パーム油は、インスタ
ント麺やポテトチップス、業務用揚げ油
など、核油はマーガリンなど、パーム油
と核油の派生品はチョコレート菓子や冷
凍食品などさまざまな用途に使われてい
ます。
　３０社の使用量は、パーム油36.8万トン、
日本のパーム油輸入総量は70万トンで
すから、30社だけで約半分、そのイン
パクトは大きいものです。派生品の使用

す。B&Cは入手しやすいので、まずは
B&Cから始めることが多いようです。
　一方、派生品は加工が必要なので、
MB以上がほとんどです。ですから派生
品は入手にくいといえます。

パーム関連の使用量が多い企業
▪日清食品
　インスタント麺の売上第１位（3900
億円�２０２１）のトップメーカーで、使用
量は１３. ３万トンととびぬけて多いです。
核油や派生品は使用しておらず全量がパ
ーム油です。
　認証品は4.8万トンで、認証品の比率
は38%です。認証品のグレイドはMＢが
4.2万トン、SGが0.3万トンで、将来問題
になりそうなB&Cはほとんど使ってい
ません。
　2020年の東京オリンピック・パラリ
ンピックに合わせて、カップヌードルに
認証マークをつけて販売開始しました。
▪東洋水産
　売上第２位（2092億円�２０２１）のメー
カーで、パーム油の使用量は7.3万トン
です。認証品は5.7万トンで、認証品の
比率は70％です。認証のグレイドの内訳
はB&C1.2万トン、MBが4.4万トン。認
証品は北米で多く使われています。
▪山崎製パン
　使用量は5.4万トンですが、すべて派
生品で、パーム油や核油は使っていませ
ん。認証品は24トンとごくわずかです。

食品３０社のパーム油関連使用量
40
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認証マークをつける予定があるそうです。
▪カルビー
　ポテトチップス市場のシェア50%以上
を占めるカルビーは、パーム関連で使用
しているのはパーム油だけで、使用量は
4.1万トンです。
　認証品は4.1万トン、全量が認証に切
り替えらえています。認証のグレイドは、
B&C2.3万トン、MB1.9万トンです。
　2022年、認証マークをつけたポテト
チップスが販売されました。
▪味の素
　使用量は全体で3.7万トン、内訳はパ
ーム油2.5万トン、核油１万トン、派生
品が0.1万トンです。認証品はそれぞれ
１万トン、0.2万トン、0.06万トンです。
EU市場が大きく、認証品はいずれも
MB以上で調達されています。
▪明治
　使用量はパーム油1.1万トン、核油0.1
万トン、派生品は0.8万トンで合計２万
トンです。認証品はそれぞれ0.9万トン、
0.08万トン、0.7万トンで、MBが中心です。
▪江崎グリコ
　使用量はパーム油1.7万トン、核油0.4
万トン、合計2.1万トンです。認証品は
パーム油で0.06万トン、核油で0.1万トン
で、全体の認証率は8%です。
▪ロッテ
　使用しているのは派生品のみで1.9万
トンです。認証品は0.4万トンで、認証
率は２１％です。
▪森永製菓
　使用総量1.2万トンで、その９７％はパ
ーム油です。認証品は50トンだけです。

▪ブルボン
　使用総量は1.1万トンで、パーム油が
0.9万トン、パーム核油が0.2万トンです。
認証品はパーム油515トンです。
　なお、グラフには入っていませんが、
以下の２社にもふれておきます。
▪キューピー
　使用総量は5500トンですが、すべて
パーム油です。認証品は5499トンとほ
ぼ100%、B&Cで調達しています。
▪ニチレイ
　使用総量5423トンですべてパーム油
です。全量、認証品で、B&Cが95%を
占めます。
RSPO認証マークについて
　持続可能な社会に関心がある人たちが、
環境や人権に配慮した製品を購入したい
とき、わかりやすい目安になるのが認証
マークです。
　自社ブランドを持つ25社にRSPOの認
証マークを使用、あるいは使用予定とい
う企業は、日清食品、カルビー、味の素、
グリコ、ブルボン、ニチレイ、スジャー
タ、ハウス食品、山崎製パンの９社です。
実際に認証マークがついたカップ麺やお
菓子が売られています。
　一方、認証マークをつけない企業は16
社です。その理由は選択式・重複回答
可で、①パーム油の評判が悪い（１社）、
②消費者が混乱する（２社）、③ラベル
の変更費用が高い（５社）、④RSPOへ
の申請が難しい（２社）、⑤顧客ニーズ
がない（７社）、⑥スペースがない（７
社）、⑦消費者意識の低さ（１２社）、⑧パ
ーム油（関連品）の使用量が少ない（３社）、
⑨供給途絶リスクがある（２社）、⑩そ
の他（２社）でした。

パーソナルケア企業
　RSPO正会員の日本のパ―ソナルケア
メーカー21社のうち、ACOPレポート
2021がサイト上で確認できたのは19社、
そのほとんどはなじみのある企業です。
　パーソナルケア企業では、洗剤や石鹸、
シャンプー・リンス、化粧品などに、パ
ーム油や核油、派生品を使います。水分
と油分など本来混ざらないものをくっつ
ける界面活性剤は、パーム製品から作ら

れます。
　19社の使用量は、パーム油4.4万トン、
核油が18.4万トン、派生品が62.2万トン
でした。パーム核ケーキは使用されてい
ません。
　認証品の使用量を見ると、パーム油で
は0.6万トン、核油が5.3万トン、派生品
が12.4万トンでした、認証品への切り替
えはパーム油で13%、核油で29％、派生
品で20%と、決して多いとは言えません。

認証のグレイド２０
　19社の認証品のグレイドを調べると
いずれもMBが圧倒的に多いです。パー
ム油は83%、核油で96%、派生品は81%
です。パーム油はB&Cが16%あります。
SGとIPはほとんどありません。

パーソナルケア企業１９社の
パーム油関連使用量
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パーム関連の使用量が多い企業
▪花王
　使用総量は49.5万トンと圧倒的な量で、
内訳は核油16.6万トン、派生品が32.9
万トンです。核油の認証品は5.2万トン、
MBで調達しており、認証率は31%です。
認証派生品はMBで7.1万トン、B&Cで
１万トン調達されおり、認証率は２５％で
す。
　EU、マレーシア、インドネシア、日
本と全世界で事業展開しています。
RSPOの認証マークは台湾で使用されて
いますが、日本ではまだのようです。

MB
10.0万トン
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▪太陽油脂
　使用量は、パーム油3.7万トン、核油
1.5万トン、派生品0.6万トンで、総量は
5.8万トンです。認証品はパーム油0.4万
トンをMBで、核油0.2万トンは主にMB
で、派生品２万トンはMBで調達してい
ます、全体の認証率は１４％です。認証マ
ーク製品が販売されています。
▪ライオン
　使用しているのは派生品だけで3.2万
トンです、認証品はMBで2.4万トン調達
しており、認証率は74％になっています。
認証マークをつける予定はないそうです。
▪資生堂
　使用総量は１万トンで、99%以上は派
生品です。新勝率は100%で、派生品は
B&Cで0.75万トン、MBで0.27万トンです。
認証マークの使用については検討中だそ
うです。
▪サラヤ
　使用量は核油0.1万トン、派生品が0.3
万トン、パーム油少量で、総量は0.45万

企業別データの読み方【P１１～P１５】
　RSPOに提出されたACOPレ
ポート２０２1からの抜粋です。
　パーム油などの全体使用量、
認証品の使用量など実態がわ
かります。数字はレポートを転
記し、比率は編集部で計算して
います。
　ここでは認証品はグレイド別

にせず、まとめて掲載しています
が、RSPOのサイトからACOP
レポートにアクセスすれば、認
証品のグレード（B&C、MB、
SG、IP）も見ることができます。
　RSPOの認証マークについて
の取り組みなどが掲載されてい
ます。

トンです、認証率は100％で、B&Cをメ
インにMBで調達しています。RSPOの
認証マークは、日本の中ではいち早く
2010年からつけています。
　以上にあげた５社以外の企業は、コー
セー、マンダム、ファンケルなどよく知
られた企業でも、使用総量は4000トン
に届きません。購入量が少ないと認証品
を入手しにくいので、共同購入も検討さ
れているそうです。
RSPO認証マークについて
　自社ブランドを持つ１７社にRSPOの認
証マークを使用、あるいは使用予定とい
う企業は、サラヤ、太陽油脂、玉の肌石
鹸、コープクリーン、ピジョンなど12社
あります。
　認証マークの使用を、「考慮中」が３社、
２社は使用しない意向です、理由として、
①パーム油の評判が悪い）、③ラベルの
変更費用が高い⑤顧客ニーズがない、⑥
スペースがない、⑦消費者の意識が低い
ことを挙げています。

A 使用総量（認証+非認証）
RSPOの認証を取った認証品と、認証を取っていな
い非認証品の使用量の合計。

B 認証使用量
RSPO認証のグレイドはB&C、MB、SG、IPに分かれ
るが、その合計。ACOPレポートにはグレイド別の
表記されている。

C 認証品使用比率
認証品の使用量÷使用総量で計算した比率。編集部
で算出。

1 パーム油（CPO）
アブラヤシの果房の実を絞って精製する油。精製前
の状態。Crude Palm Oil。

2 パーム核油（PKO）
アブラヤシの果房のタネを絞って生成する油。Palm 
Kernel Oil。ラウリン酸を多く含み、ヤシ油に成分が
似ている。マーガリンや洗剤の材料になる。

3 パーム核ケーキ（PKC）
アブラヤシのタネからパーム核油を採った搾りか
す。タンパク質含有量が多く、動物の飼料に使われ
る。Palm Kernel Cake。

4 パーム油・パーム核油の派生品
パーム油やパー ^む核油などから、加工して生成す
るパームステアリン、パームオレイン。パルミチン
酸などの成分。

5 使用量合計
パーム油、パーム核油、パーム核ケーキ、パーム油・
パーム核油の派生品の使用合計量。

6 使用地域
ACOPでは。ヨーロッパ、北米、マレーシア、インド
ネシア、中国、インド、ラテンアメリカ、アフリカ、
残りの地域に分類。ここではヨーロッパはEUと表
記。残りの地域は東アジアなども含まれるが、便宜
上日本と表記した。

7 自社のブランドの有無
製造メーカーが自ら販売するブランドがあれば、認
証マークをつけるか否かは判断きる。

8 認証マーク使用の有無
RSPOの認証マークを使用中、もしくは使用予定が
あるか否か。

9 どこで使う
認証マークつき商品はどこの国で販売するのか。

⓾ いつから使う？
認証マークつき商品はいつから販売（予定）なのか。

自社ブランドを持つ企業（TMマーク可能）
自社ブランドを持たない企業（TMマーク関係なし）

� 使わない理由（複数回答可）
① パーム油の評判が悪い
② 最終消費者が混乱する
③ ラベルの変更費用が高い
④ RSPOへの申請が難しい
⑤ 顧客ニーズがない
⑥ スペースがない
⑦ 消費者意識の低さ
⑧ パーム油使用量が少量
⑨ 供給途絶リスク
⑩ その他

アサヒHD ★ ☆ RSPO加盟 2016年

A使用総量（t）B認証使用量（t）C認証品使用比率
1 パーム油（CPO） 3000 610 20.3%
2 パーム核油（PKO） 780 0 0.0%
3 パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
4 パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
5 使用量合計 3780 610 16.1%
6 使用地域 マレーシア マレーシア

7 自社ブランドの有無：○　8 認証マーク使用の有無：×　9 どこで使う：□□□
□□□□　⓾いつから使う？：□□□□□□□□□□　� 使わない理由：①～⑩

ACOPレポート研究

（
万
ト
ン
）

花
王

太
陽
油
脂

ラ
イ
オ
ン

資
生
堂

サ
ラ
ヤ

コ
ー
セ
ー

認証量
非認証量

50

0

10

5

15

20

25

30

35

40

45

パーソナルケア企業別パーム関連使用量

Borneo Conservation Trust Japan10

Palm2022_CC22.indd   10Palm2022_CC22.indd   10 2023/02/02   10:052023/02/02   10:05



アサヒHD ★ RSPO加盟 2016年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 3000 610 20.3%
パーム核油（PKO） 780 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 3780 610 16.1%
使用地域 マレーシア マレーシア

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由： ③⑤⑥⑧

味の素 ★ RSPO加盟 2012年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 25498 10086 39.6%
パーム核油（PKO） 9966 2110 21.2%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 1309 617 47.1%
使用量合計 36773 12813 34.8%

使用地域 日本54％、EU33
％、中南米7％

 日本19%、
EU59%、北米5％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：全世界的にアプライ　いつから使う？：2015　使わない理由：ー

エスビー ★ RSPO加盟 2017年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 7250 1260 17.4%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 7250 1260 17.4%

使用地域 日本46%、北米
40%、EU10％

日本46％、北米
40%、EU10％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：②③⑥

江崎グリコ ★ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 16838 572 3.4%
パーム核油（PKO） 4040 1145 28.4%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 20878 1721 8.2%

使用地域 日本99%、
中国1%

日本99%、
中国1％

自社ブランドの有無：ー　認証マーク使用の有無：○　どこで使う：カナダ、中
国インドネシア、日本、タイ、米国　いつから使う？：2021　使わない理由：ー

亀田製菓 ★ RSPO加盟 2016年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 -
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 2816 421 15.0%
使用量合計 2816 421 15.0%

使用地域 日本97%、
北米3％ どこも0％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：⑤⑦

カゴメ ★ RSPO加盟 2018年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 28.3 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 982 205 20.9%
使用量合計 1010.3 205 20.3%

使用地域 日本3％、
北米97％ 北米100％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：⑤

キューピー ★ RSPO加盟 2018年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 5500 5499 99.9%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 5500 5499 99.9%

使用地域 日本99%、
マレーシア1％

日本99%、
マレーシア1％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：④⑤⑦⑧

カルビー ★ RSPO加盟 2017年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 41355 41355 100.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 41355 41355 100.0%

使用地域 日本98％、
インドネシア2％ 記載なし

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2022　使わない理由：ー

タカナシ乳業 ★ RSPO加盟 2016年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 874.5 296 33.8%
パーム核油（PKO） 742.2 5 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 1616.7 301 18.6%
使用地域 日本 日本

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：⑩現時点では特定のグ
ループしかRSPOマークを要求していない 

スジャータ ★ RSPO加盟 2018年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 500 95 19.0%
パーム核油（PKO） 862 176 20.4%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 1362 271 19.9%
使用地域 日本 0

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2020　使わない理由：？？？？？
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※１　⑩子会社であるニチレイフーズの商品カタログにRSPOの商標を掲載し、お客様やお取引先様にアピールしていきます。取
引先への働きかけを行います。RSPOの概要を統合報告書およびホームページに掲載し、持続可能なパーム油の普及に努めます。

ACOPレポート研究
東洋水産 ★ RSPO加盟 2015年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 73000 56500 77.4%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 73000 56500 77.4%

使用地域 日本60％、
北米40％

北米93％、
日本7％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：③⑥⑨

ニチレイ ★ RSPO加盟 2016年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 5423 5423 100.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 5423 5423 100.0%

使用地域 日本70％、
EU30 ％

日本70％、
EU30 ％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2019　使わない理由：⑩※１

日清食品 ★ RSPO加盟 2013年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 133300 48036 36.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 133300 48036 36.0%

使用地域 日本43%、中南米
21％、北米17％

日本47%、北米
47%、EU6％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：ドイツ、日本　いつから使う？：2020　使わない理由：ー

日世 ★ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 671 112 16.7%
パーム核油（PKO） 141 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 156 0 -
使用量合計 968 112 11.6%
使用地域 その他 その他

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：×　いつから使う？：×　使わない理由：③⑤

日本ハム ★ RSPO加盟 2020年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 3709 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 3709 0 0.0%

使用地域 日本85%、
マレーシア14% 　

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：④⑤⑥⑦

ハウス食品 ★ RSPO加盟 2015年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 6353 2140 33.7%
パーム核油（PKO） 424 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 6777 2140 31.6%
使用地域 日本 日本

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：ベトナム　いつから使う？：2021　使わない理由：ー

不二家 ★ RSPO加盟 2018年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 -
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 5000 0 -
使用量合計 5000 0 0.0%
使用地域 日本 0

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：⑦

ブルボン ★ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 8627 515 6.0%
パーム核油（PKO） 2170 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 10797 515 4.7%
使用地域 日本 日本

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2022　使わない理由：ー

マルハニチロ ★ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 1881 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 1881 0 0.0%
使用地域 その他 0

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：未定　いつから使う？：未定　使わない理由：⑦

森永製菓 ★ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 11817 50 0.4%
パーム核油（PKO） 341 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 12158 50 0.4%
使用地域 その他 その他

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：③⑤⑥⑦⑨
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※２　①⑦⑩RSPO認証ラベル「MIXED」を表示するための要件は非常に厳しいです。95%またはという要件最終製品に含まれる
パーム油の多くは、物理的なサプライチェーンモデルを通じて認証する必要があります。ティッカーこの割合は、将来の改訂で厳しく
なる可能性があります。さらに、パッケージやカタログに「MIXED」のラベルを付けて印刷することが許可されているメッセージはあま
りありません。ポジティブな表現。したがって、「MIXED」の表示が消費者にプラスの影響を与えるかどうかは非常に不透明です。

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 1100 1100 100.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 1100 1100 100.0%
使用地域 日本 0

自社ブランドの有無：×　認証マーク使用の有無：ー　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：ー

フジパングループ本社 ☆ RSPO加盟 2021年

森永乳業 ★ RSPO加盟 2018年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 2568 2568 100.0%
パーム核油（PKO） 1969 1969 100.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 252 252 100.0%
使用量合計 4789 4789 100.0%
使用地域 日本 ー

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：④⑤⑥⑦

ヤマヒロ ☆ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 700 192.81 27.5%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 700 192.81 27.5%
使用地域 日本 日本

自社ブランドの有無：×　認証マーク使用の有無：ー　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：ー

山崎製パン ★ RSPO加盟 2020年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 -
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 54800 24.4 -
使用量合計 54800 24.4 0.0%
使用地域 日本 日本

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2026　使わない理由：？？？？？

日本水産会社 ☆ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 1917 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 1917 0 0.0%
使用地域 日本

自社ブランドの有無：×　認証マーク使用の有無：ー　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：ー

雪印メグミルク ★ RSPO加盟 2016年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 1100 220 20.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 1100 220 20.0%
使用地域 日本 日本

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：⑤⑦

北海道フーズ ☆ RSPO加盟 2021年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 589 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 589 0 0.0%
使用地域 日本 0

自社ブランドの有無：×　認証マーク使用の有無：ー　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：ー

ロッテ ★ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 -
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 19047 4151 21.8%
使用量合計 19047 4151 21.8%

使用地域 日本84%、EU8％、
インドネシア8％

日本63%、
EU37％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：①～⑩

明治 ★ RSPO加盟 2016年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 11453 8708 76.0%
パーム核油（PKO） 1001 820 81.9%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 8026 6553 81.6%
使用量合計 20480 16081 78.5%

使用地域 日本82%、北米13％、
インドネシア4％

日本83%、
北米17%

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：①⑦⑩※２

ポテトフーズ ☆ RSPO加盟 2021年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 3236 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 -
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 -
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 -
使用量合計 3236 0 0.0%
使用地域 日本 0

自社ブランドの有無：×　認証マーク使用の有無：ー　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：ー
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ACOPレポート研究
花王（株） ★ RSPO加盟 2007年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 0.0%
パーム核油（PKO） 166482 51679 31.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 328952 81781 24.9%
使用量合計 495434 133460 26.9%

認証油使用地域 マレーシア47％、
日本41%、EU7％

マレーシア54％、
日本37%、EU9％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：台湾　いつから使う？：2019　使わない理由：ー

（株）コーセー ★ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 55 55 100.0%
パーム核油（PKO） 237 237 100.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 2855 275 9.6%
使用量合計 3147 567 18.0%

認証油使用地域 日本60%、中国
25％、北米10％

日本60%、中国
25％、北米10％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　
使わない理由：⑩UNDER CONSIDERATION

（株）コープクリーン ★ RSPO加盟 2006年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 1354 337 24.9%
使用量合計 1354 337 24.9%
認証油使用地域 日本100％ 日本100％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2018　使わない理由：ー

サラヤ（株） ★ RSPO加盟 2005年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 23 23 100.0%
パーム核油（PKO） 1078 1078 100.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 3441 3441 100.0%
使用量合計 4542 4542 100.0%
認証油使用地域 日本100％ 日本100％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2010　使わない理由：ー

（株）資生堂 ★ RSPO加盟 2010年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 18 18 100.0%
パーム核油（PKO） 0 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 10314 10314 100.0%
使用量合計 10332 10332 100.0%

認証油使用地域 日本87％、中国
12％、北米１％

日本90%、中国
9%、北米１％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　
使わない理由：⑩Under Consideration

太陽油脂（株） ★ RSPO加盟 2011年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 36852 4359 11.8%
パーム核油（PKO） 15296 1518 9.9%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 6269 2254 36.0%
使用量合計 58417 8131 13.9%
認証油使用地域 日本100％ すべて0

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2015　使わない理由：ー

玉の肌石鹸（株） ★ RSPO加盟 2012年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 532 400 75.2%
パーム核油（PKO） 698 141.3 20.2%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 0.0%
使用量合計 1230 541.3 44.0%
認証油使用地域 日本100％ 日本100％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2013　使わない理由：ー

（株）ニイタカ ★ RSPO加盟 2017年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 0.0%
パーム核油（PKO） 103 10 9.7%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 0.0%
使用量合計 103 10 9.7%
認証油使用地域 日本100% 日本100%

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2017　使わない理由：ー

ピジョン（株） ★ RSPO加盟 2020年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 522 59 11.3%
使用量合計 522 59 11.3%

認証油使用地域 日本100％ 日本95%、
インドネシア5％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本、シンガポール　いつから使う？：2021　使わない理由：ー

ファンケル（株） ★ RSPO加盟 2018年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 1090.35 1084.3 99.4%
パーム核油（PKO） 362.65 330.5 91.1%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 0.0%
使用量合計 1453 1414.8 97.4%
認証油使用地域 日本100% 日本100%

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2022　使わない理由：ー
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ACOPレポート２０２１がRSPOの
サイトで確認できなかった企業
キリンHD、パスコ、山芳製菓、日新加工、日本コルマー、
Fine Today 資生堂

文責／森井真理子（BCTJ理事）

※未提出、加盟期間が短いため提出義務がない、RSPOのサイトの不具合などが考えらえる。

（株）ペリカン石鹸 ★ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 822 13.2 1.6%
使用量合計 822 13.2 1.6%
認証油使用地域 日本100% 日本100%

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2021　使わない理由：ー

（株）ポーラ・オルビスHD ★ RSPO加盟 2015年

（株）マンダム ★ RSPO加盟 2018年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 1176 282 24.0%
使用量合計 1176 282 24.0%
認証油使用地域 日本100% 日本100%

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：①③

ミマスクリーニング（株） ★ RSPO加盟 2010年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 2 0.0%
パーム核油（PKO） 34 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 716 0 0.0%
使用量合計 750 2 0.3%
認証油使用地域 日本100% 日本100%

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本　いつから使う？：2019　使わない理由：ー

ミルボン ★ RSPO加盟 2019年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 20 0.0%
パーム核油（PKO） 0 3 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 712 0 0.0%
使用量合計 712 23 3.2%

認証油使用地域 日本93％、中国
5％、北米2％

日本93％、中国
5％、北米2％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：○　
どこで使う：日本、ドイツ、米国、トルコ、中国、韓国、東南アジア諸国など　
いつから使う？：2023　使わない理由：ー

ライオン（株） ★ RSPO加盟 2006年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 32316 23827 73.7%
使用量合計 32316 23827 73.7%
認証油使用地域 日本100% 日本100%

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：⑤⑥⑦

堺化学工業（株） ☆ RSPO加盟 2021年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 2500 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 0 0 0.0%
使用量合計 2500 0 0.0%
認証油使用地域 その他100 -

自社ブランドの有無：× Ingredient Manufacturers原料メーカー　
認証マーク使用の有無：○　どこで使う：日本　いつから使う？：2022　
使わない理由：ー

当栄ケミカル（株） ☆ RSPO加盟 2016年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 3000 0 0.0%
パーム核油（PKO） - 172.8 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 2500 - 0.0%
使用量合計 5500 172.8 3.1%
認証油使用地域 - 日本100%

自社ブランドの有無：×　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：ー

（株）ダイセル ☆ RSPO加盟 2018年

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 204 3.75 1.8%
パーム核油（PKO） - 3.75 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 204 - 0.0%
使用量合計 408 7.5 1.8%
認証油使用地域 - 日本100%

自社ブランドの有無：×　認証マーク使用の有無：×　
どこで使う：ー　いつから使う？：ー　使わない理由：ー

使用総量（t） 認証使用量（t）認証品使用比率
パーム油（CPO） 0 0 0.0%
パーム核油（PKO） 0 0 0.0%
パーム核ケーキ（PKC） 0 0 0.0%
パーム油・パーム核油の派生品 1100 1100 100.0%
使用量合計 1100 1100 100.0%

認証油使用地域 日本95%、
中国5％ 日本100％

自社ブランドの有無：○　認証マーク使用の有無：×　どこで使う：ー　
いつから使う？：ー　使わない理由：⑩Under Consideration
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神戸どうぶつ王国のRSPO認証品への
切り替え作戦経過報告
生物多様性保全活動に熱心な神戸どうぶつ王国では、ボルネオでの活動を踏まえて、
園内の店舗ではRSPO認証品に切り替えるべく、活動開始。
しかし、なかなか進まないようです。現状を神戸どうぶつ王国の佐藤哲也園長に伺いました。

を結ぶ必要がある」とのこと。
Ｂ社：国内工場で生産する商品に使うパ
ーム油は全量認証に切り替えているが、
加工品のため認証マークはつけられない。
ただ、「本製品にはRSPO認証のとれた
パーム油を原料に使用しています」のよ
うな文言使用可能だが「社会情勢の変化
や調達状況などにより、急にRSPO認証
製品が使えなくなる可能性もある。」
Ｃ社：認証マーク付き商品は無いが、認
証パーム油を使用している商品の一覧は
ある、B&C方式のため、実際に使用し
ているパーム油は認証油とは異なる。
Ｄ社：パーム油を使用した商品（カレー）
あるが、認証パーム油ではない。
Ｅ社：認証マーク付き商品の取扱はない
が、認証パーム油の取り組みを始めてい
る（B&C）。
　他の５社はすべて、いずれも認証パー
ム油を使用した商品はなし。という結果
でした。これでは提供できるのはフライ
ドポテト、ナゲットなどの揚げ物、と炒
飯だけ？！認証品の少なさに驚きました。

動物園のRSPOへの取り組み
　2022年WAZA（世界動物園水族館協
会）は、「動物園・水族館での持続可能
なパーム油の調達」指針で、「私たちは
生物多様性や動物の専門家として、また

い合わせました。各
社の回答は以下の通
りです。
Ａ社：キャノーラ油
＆パーム油に、認証
品がある。「店頭で
訴求する場合RSPO
に加盟し、RSPO本
部とライセンス契約

認証油への切り替えを
考えたきっかけ
　“地球は生き物でできてる” …生物多
様性は非常に重要です。当園グループで
はライチョウやツシマヤマネコなどさま
ざまな保全活動を行っており、お客さん
向けに “生物多様性保全の壁” という展
示やSDGs啓発イベントを行っています。
ボルネオの保全活動にも取り組んでいま
すが、現地でアブラヤシ農園が地平線ま
で続く光景を目の当たりにして、野生動
物のことを配慮したRSPO認証油への切
り替えを考えたのです。

　最初はFSC認証品のように、すぐ購入
できると思っていたのですが、どこで売
っているのかもわからない…WWFジャ
パンに問い合わせると、まずはRSPOに
加盟すること、そして当園のレストラン
で使用する材料を認証品に切り替えるこ
とが必要と知りました。

認証品がない！！
　当園の場合、パーム油を直接仕入れて
製品を作るわけではなく、卸売業者から
認証油を使った材料を仕入れることに
なります。当園の飲食店舗で使用する
RSPO認証品はどこでどんなものが入手
できるのかを、まず卸売業者を通じて問

パーム油を持続可能なものにするという
共通の目的を達成するために毎年何百万
人もの人々に接することができる教育
施設としてRSPOを支持しています」と
し、認証油を扱うサプライヤーを探すこ
と、いない場合はサプライヤーにRSPO
への取り組みを促すように表明していま
す。（日本動物園水族館協会の訳から抜粋）
欧米を中心に動物園のRSPOの取り組み
は進んでいますが、日本はまだスタート
を切ったばかり、動物園の力だけでは不
十分です、消費者やメーカー、NGOな
どの協力が必要です。

保全活動は「循環」がたいせつ
　当園では絶滅危惧種ツシマヤマネコの
保全活動を行っていますが、その一環と
して減農薬農法でつくったツシマヤマネ
コ米をレストランで使っています。減農
薬なら、田んぼには彼らのエサになるネ
ズミやカエルがたくさんいるからです。
来園者は食べることでツシマヤマネコが
狩りをする田んぼを守り環境保全に協力
できます。地元の人、消費者がつながっ
ていくこと。循環することで、環境保全
活動は根付いていくと考えています。
　RSPOも、消費者やお店が認証油をも
っと手軽に入手できる形にしてもらえた
らいいなと思っています。
　RSPOに関して園内のレストランで認
証油に切り替えるのは今の段階では難し
いですが、園内
で使う消毒手洗
い石鹸などを認
証品に切り替え
ました。まずが
できることから
始めていきます。

RSPO認証品への切り替えにトライ！

園内中央にある生物多様性保全の壁には、手で触れ
る仕掛けもあって子どもも楽しめる。

佐護ツシマヤマネコ米は、園
内の売店で販売されている。
パッケージがキュート。

やまねこキッチンのメ
ニュー。揚げ油、カレ
ールウなどパーム油が
使われている。
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統計１
世界の油脂事情…P18 ～P19
統計 1-1  主要17油脂別生産量（２０２1）
統計 1-2  ５大植物油生産量変遷
統計 1-3  ５大植物油輸出量変遷
統計 1-4  油糧作物別単収変遷

統計２
パーム油…P２０ ～P２1

統計 2-1  パーム油の国別生産量（２０２1）
統計 2-2  パーム油の国別消費量（２０２1）
統計 2-3  パーム油の国別輸出量（２０２1）
統計 2-4  パーム油の国別輸入量（２０２1）

統計３
パーム核油…P２２～P２3

統計 3-1  パーム核油の国別生産量（２０２1）
統計 3-2  パーム核油の国別消費量（２０２1）
統計 3-3  パーム核油の国別輸出量（２０２1）
統計 3-4  パーム核油の国別輸入量（２０２1）

統計４
アブラヤシ栽培面積の変遷…P２4～P２5
統計 4-1  国別アブラヤシ収穫可能面積・単収（２０２1）

統計 4-2  インドネシアとマレーシアのアブラヤシ栽培面積変遷
統計 4-3  マレーシアの州別アブラヤシ栽培面積変遷
統計 4-4  大豆とアブラヤシの栽培可能面積変遷

統計５
日本…P２6

統計 5-1  日本の油糧別植物油供給量（２０２1）
統計 5-2  植物油・大豆の輸入価格（２０２1）

緑の回廊プロジェクト…P２7

C O N T E N T S - 2

統計 編

P a r t  2
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主要１7油脂別生産量（２０２１） 17油脂の総生産量は２億41００万トンで、前年より
5００万ン増加。パーム油は全体の31%、大豆油は２5%
を占め、この２種だけで全体の半分以上を占める。

パーム油の生産量は２００4年に大豆油を抜き、1０００万
トン以上の差をつけている。パーム油の生産量はこ
の２０年で約３倍になっている。

統計 
1-1

Source：Oil World Annual ２０２２

Source：Oil World Annual ２０２２

統計 
1-２

種類 生産量
パーム油 7589.0

大豆油 6015.3

菜種油 2685.9

ひまわり油 1896.5

獣脂/グリース 1115.7

バター 863.5

ラード 861

パーム核油 797.7

綿花油 445.1

落花生油 440.6

コーン油 436.9

オリーブ油 363.1

ヤシ油 275.6

魚油 101.5

ごま油 92.5

ひまし油 86.7

亜麻仁油 79.0

合計 24145.7

単位：万トン

５大植物油生産量変遷
単位：万トン万トン

パーム油 大豆油 ひまわり油 菜種油 パーム核油

2002 2540.7 2985.0 761.0 1334.3 304.4

2004 3117.8 3069.1 940.1 1509.2 361.2

2006 3741.5 3519.6 1121.7 1844.6 436.5

2008 4355.0 3680.8 1084.5 2003.6 489.4

2010 4624.5 4010.4 1245.5 2425.9 510.5

2012 5396.4 4170.2 1506.2 2492.7 594.0

2014 6016.8 4525.0 1626.6 2688.6 650.9

2016 6006.2 5265.7 1666.2 2522.5 636.2

2018 7481.9 5694.7 1896.3 2572.6 783.4

2020 7505.9 5868.5 2130.9 2576.8 788.8

2021 7589.0 6015.3 1896.5 2685.9 797.7

万トン

統計1 世 界 の 油 脂 事 情
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輸出量はパーム油が圧倒的に多い。パーム油は生産
量の約66％が輸出されるが、大豆油は約２０％と国内
消費が大半である。

6０年前の単収と比すと、アブラヤシ、大豆、菜種とも
数倍になっている。含有率はアブラヤシは２5%、大
豆は２9%、菜種は4０%と言われている。Source：Oil World Annual ２０２２

Source：Oil World Annual ２０２２
５大植物油輸出量変遷統計 

1-3

油量作物別単収変遷統計 
1-4

ココナツ アブラヤシ 菜種 大豆 ひまわり

1961 4.5 3.8 0.6 1.1 1.0

1965 4.4 3.9 0.7 1.4 1.2

1971 4.1 4.9 0.9 1.5 1.1

1976 4.3 5.9 0.9 1.5 1.1

1981 3.8 7.6 1.00 1.8 1.2

1986 4.0 9.1 1.3 1.8 1.3

1991 4.3 9.3 1.3 1.9 1.3

1996 4.6 10.6 1.4 2.1 1.2

2001 4.8 11.9 1.6 2.3 1.4

2006 5.2 14.2 1.8 2.3 1.3

2011 5.0 14.5 1.9 2.5 1.6

2018 5.0 14.2 2.1 2.8 1.8

2020 5.3 14.6 2.0 2.8 1.8

単位：トン/ヘクタールトン/ヘクタール

単位：万トン万トン

パーム油 大豆油 ひまわり油 菜種油 パーム核油

2002 1941.5 871.6 226.5 116.9 157.5

2004 2425.6 910.1 277.0 150.4 188.9

2006 2997.1 1043.5 447.0 210.3 239.0

2008 3367.7 1010.2 408.1 233.2 271.4

2010 3648.7 1021.2 478.4 343.3 307.2

2012 4064.7 942.7 738.3 410.5 306.0

2014 4444.8 987.6 808.9 402.1 316.1

2016 4447.3 1225.3 916.8 457.2 300.3

2018 5247.8 1136.6 1039.6 524.9 330.5

2020 5067.0 1290.6 1362.3 612.0 347.7

2021 5023.4 1373.7 1106.8 628.3 323.6

※小数点第２位で四捨五入しているため、合計がずれている場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で、様々な業務が遅れています。統計は後日修正される可能性があります。
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統計 
２-1

パーム油の国別生産量（２０２１）
Source：Oil World Annual ２０２２

統計 
２-２ Source：Oil World Annual ２０２２

パーム油の国別消費量（２０２１）

国名 生産量
インドネシア 4465.0

マレーシア 1811.6

タイ 294.0

コロンビア 173.9

ナイジェリア 135.0

グアテマラ 80.0

ホンジュラス 65.0

パプアニューギニア 65.0

ブラジル 61.5

コートジボアール 57.0

ガーナ 56.5

エクアドル 38.0

その他 286.5

合計 7589.0

単位：万トン万トン

万トン

国名 消費量
インドネシア 1672.0
インド 869.9
EU 735.4
中国 653.8

マレーシア 337.8
パキスタン 317.6
ナイジェリア 253.1
タイ 240.0
米国 159.7
C.I.S 151.0

バングラデシュ 137.1
フィリピン 131.0
コロンビア 124.0
ベトナム 97.5
ブラジル 95
エジプト 93.2
ミャンマー 84.5
メキシコ 79.3
ケニア 78.5
日本 65.0
その他 1301.2
合計 7875.7

単位：万トン

パ ーム 油統計2
総生産量は前年より17０万トン増えた。生産量１位
のインドネシアは２００万トン弱増加、２位のマレーシ
アは3０万トン減少、両国の差が拡大した。

総消費量は前年に比して5００万トン増加、。インドネ
シアは13０万トンも増加、インドは3０万トンと減少。
EUは5０万トン増え、中国を抜いて３位になった。
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統計 
２-3

パーム油の国別輸出量（２０２１）

パーム油の国別輸入量（２０２１）

Source：Oil World Annual ２０２２

Source：Oil World Annual ２０２２

統計 
２-4

万トン

国名 輸出量
インドネシア 2808.7

マレーシア 1556.6

グアテマラ 76.6

コロンビア 63.0

パプアニューギニア 62.4

タイ 61.0

ホンジュラス 49.1

ジプチ 37.8

ガーナ 35.5

コートジボワール 30.8

アラブ首長国連邦 22.0

コスタリカ 21.7

その他 198.2

合計 5023.4

単位：万トン万トン

国名 輸入量
インド 851.0

EU 734.7

中国 663.3

パキスタン 315.3

米国 171.7

C.I.S 152.9

バングラデシュ 138.1

ナイジェリア 123.0

フィリピン 121.4

マレーシア 117.7

エジプト 104.8

ベトナム 98.1

ケニア 83.9

ミャンマー 79.6

トルコ 66.2

日本 63.8

その他 1245.1

合計 5130.5

単位：万トン

※小数点第２位で四捨五入しているため、合計がずれている場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で、様々な業務が遅れています。統計は後日修正される可能性があります。

※C.I.Sは独立国家共同体の略。

総輸出量は4０万トン減少。１位のインドネシアは
8２万トン増加し、全体の56%を占める。２位のマレ
ーシアは18万トン減少し差が開いた。

総輸入量は1０万トン増加。インドは1００万トン増え、
EUを抜いて１位になった。EUは84万トン減少。日本
は1２万トン減って64万トン。
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パーム核油の国別生産量（２０２１）統計 
3-1

単位：万トン

国名 生産量
インドネシア 465.3

マレーシア 205.0

タイ 28.3

ナイジェリア 15.1

コロンビア 12.7

グアテマラ 8.5

ホンジュラス 8.1

ブラジル 7.2

パプアニューギニア 7.0

ガーナ 6.1

コートジボアール 5.9

コスタリカ 3.8

その他 21.1

合計 797.7

国名 消費量
インドネシア 299.3

マレーシア 134.0

EU 69.7

中国 63.0

米国 36.0

ブラジル 32.0

タイ 19.2

インド 16.5

ナイジェリア 13.8

メキシコ 13.1

C.I.S   11.4

トルコ 9.9

日本 8.0

その他 84.7

合計 810.4

万トン

統計 
3-２ Source：Oil World Annual ２０２２

パーム核油の国別消費量（２０２１）

単位：万トン万トン

パ ー ム 核 油

Source：Oil World Annual ２０２２

統計3
総生産量は14万トン増加で微増、インドネシアが
２０万トン増加で、マレーシアが15万トン減少、他の
国は前年とほぼ変化なし。

総消費量は5０万トン減少。１位のインドネシアが
3０万トン、２位のマレーシアが７万トンと減少の大
部分を占める。日本は０.5万トン増加。
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統計 
3-3

単位：万トン万トン

国名 輸出量
インドネシア 156.5

マレーシア 107.7

タイ 17.9

コロンビア 7.1

グアテマラ 6.9

パプアニューギニア 6.7

ホンジュラス 5.6

コスタリカ 2.9

米国 2.6

その他 9.6

合計 323.6

統計 
3-4

単位：万トン

国名 輸入量
EU 71.3

中国 62.8

米国 38.3

マレーシア 28.6

ブラジル 24.8

インド 13.2

C.I.S 11.5

トルコ 9.9

メキシコ 9.3

日本 7.8

その他 56.2

合計 333.7

万トン

パーム核油の国別輸出量（２０２１）

パーム核油の国別輸入量（２０２１）

Source：Oil World Annual ２０２1

Source：Oil World Annual ２０２２

輸出総量は２4万トン減少。インドネシアが２3万ト
ン、マレーシアが14万トン減少している一方、タイ
は18万トンと輸出量が２倍になっている。

総輸入量は14万トン減少、中国は２年連続で減少し
て63万トン、輸入量１位はEUの71万トンとなった、
日本は０.5万トン増加。

※小数点第２位で四捨五入しているため、合計がずれている場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で、様々な業務が遅れています。統計は後日修正される可能性があります。

※C.I.Sは独立国家共同体の略。
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国別アブラヤシ収穫可能面積・単収（２０２１）統計 
4-1

統計 
4-２

Source：FAO STAT　https://www.fao.org/faostat/en/#data ２０２２/ 11/ ２4

インドネシアとマレーシアの
アブラヤシ栽培面積変遷

単位：万ヘクタール万ヘクタール

インドネシア マレーシア
1951 7.0 4.3

1966 8.5 6.7

1971 9.5 18.4

1976 13.0 34.4

1981 23.0 84.8

1986 37.4 136.1

1991 77.2 209.4

1996 142.8 269.2

2001 220.0 349.9

2006 411.0 416.5

2011 899.3 500.0

2016 1120.1 500.1

2018 1432.6 518.9

2020 1499.6 523.2

単位：万ヘクタール トン/ヘクタール

ア ブ ラ ヤ シ 栽 培 面 積 の 変 遷

国名 収穫可能面積 単収
インドネシア 1355.0 3.30

マレーシア 519.0 3.49

タイ 95.0 3.09

ナイジェリア 57.0 2.37

コロンビア 49.9 3.48

コートジボアール 32.5 1.75

ホンジュラス 21.0 3.10

ブラジル 20.5 3.00

グアテマラ 19.8 4.04

パプアニューギニア 19.6 3.32

エクアドル 19.0 2.00

カメルーン 16.5 1.94

その他 161.9 1.92

合計/平均 2386,7 3.18

単収の平均はヘクタールあたり3.18トンで微減。ア
ジアと比すとアフリカが低い傾向。インドネシアと
マレーシアの栽培面積は全体の79％を占める。

２０００年代半ばまではマレーシアとインドネシアが拮
抗していたが、２０1０年代からマレーシアは漸増、イ
ンドネシアは急激な勢いで増加している。

統計4
Source：Oil World Annual ２０２２
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統計 
4-3

マレーシアの州別アブラヤシ栽培面積変遷
Source：MPOB

大豆とアブラヤシの栽培可能面積変遷統計 
4-4 Source：FAO STAT （https://www.fao.org/faostat/en/#data）２０２1/11/3０

単位：万ヘクタール

万ヘクタール

単位：万ヘクタール万ヘクタール

大豆 アブラヤシ
1961 362.1 2381.9

1966 352.4 2653.4

1971 331.2 3003.4

1976 359.3 3716.8

1981 407.8 5047.6

1986 514.7 5190.0

1991 680.4 5492.5

1996 881.9 6107.9

2001 1086.6 7676.3

2006 1388.0 9533.5

2011 2038.4 10386.0

2016 2347.6 12203.6

2018 2773.6 12405.2

2020 2873.6 12695.2

半島
マレーシア サバ州 サラワク州

1975 56.9 5.9 1.4

1980 90.7 9.4 2.3

1985 129.2 16.2 2.9

1990 169.8 27.6 5.5

1995 190.3 51.8 11.9

2000 204.6 100 33

2005 229.9 120.9 54.3

2010 252.7 141 92

2011 254.7 143.2 102.2

2012 255.8 144.3 107.6

2013 259.4 147.5 116.1

2014 261.7 151.2 126.3

2015 265.9 154.4 143.9

2020 273.8 154.3 158.5

2021 260.8 152.4 160.6

※小数点第２位で四捨五入しているため、合計がずれている場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で、様々な業務が遅れています。統計は後日修正される可能性があります。

最近1０年間で、サラワクは44万ヘクタールも増加
し、サバを抜いた。サバは199０年代は急増したが、こ
の５年ほどは微増にとどまっている。

大豆の栽培面積はアブラヤシの４倍だが、生産量は
8０%に留まる。アブラヤシはインドネシアなどアジ
ア、大豆はブラジルなど南北アメリカで栽培される。
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日本の油糧別植物油供給量（２０２1）統計 
5-1

統計 
5-2 Source：農林水産物輸出入統計 確報 農林水産物輸出入概況2０21年（令和３年） 

農林水産物輸出入概況2０21年（令和３年）

植物油・大豆の輸入価格（２０２1）

単位：万トン万トン

種類 消費量
菜種油 95.6

パーム油 64.2

大豆油 48.8

魚油 8.7

獣脂 7.5

パーム核油 7.5

コーン油 7.2

バター 6.5

オリーブオイル 6.2

ラード 5.2

ゴマ油 5.0

ヤシ油 3.9

合計 272.2

種類 輸入価格
パーム油 115.8

パーム核油 154.2

菜種油 174.6

綿実油 163.0

やし油 200.6

オリーブ油 503.9

大豆 69.6

単位：円/キログラム円/キログラム

日本 ※小数点第２位で四捨五入しているため、合計がずれている場合があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響で、様々な業務が遅れています。統計は後日修正される可能性があります。

統計5
Oil World の国別データから、油脂ごとに（生産量+
輸入量－輸出量）で、供給量を算出した。上位は菜種
油、パーム油、大豆油。米油のデータはなかった。

植物油の中ではパーム油は低価格だが、いずれの植
物油も前年に比して２０％から６５％価格上昇。大豆油
は、輸入大豆で作られるので大豆の価格で比較した。

大豆の含油率は２０％なので、単純計算すると
大豆油の価格は５倍になる。

Source：Oil World Annual 2０22

Borneo Conservation Trust Japan26

Palm2022_CC22_0205.indd   26Palm2022_CC22_0205.indd   26 2023/02/05   14:562023/02/05   14:56



Lot 10b
Lot 10a

Lot 9

Lot 8

Lot 7
Lot 6

Lot 5
Lot 3

Lot 1

Lot 2

Lot 4キナバタンガン川 ピンスプ
保存林

ゴマントン
保存林

パンギ
保存林

クルック保存林

Lot 2

ヒゲイノシシの森１

ヒゲイノシシの森２

Lot 1Lot 2

サラヤの森 2

サラヤの森 3

サラヤの森 1

ダヤンの森 2

ハンティング
ワールド ジャパン
共生の森

ハンティング
ワールド ジャパン
共生の森 4

緑子の森

コープの森 1

コープの森 3

カンバッチの森ダヤンの森 1

ダヤンの森 3

Banana Republic Forest

吊り橋の森

Lot 4

ふくちゃんの森

草太郎の森

サラヤの森 5

サラヤの森 4

パールの森ミニ

小さな森

ゾウさんの森

コープの森 2

幸の森

Lot 3

ハンティング
ワールド ジャパン
共生の森 2

サラヤの森 7オランウータンの森

ハンティング
ワールド 
ジャパン
共生の森 3

サラヤの森 6

サラヤの森 9

ジプシーの森

ボルネオゾウの森コープの森４

生活の木の森

サラヤの森 8

マレーグマの森

テングザルの森

ツノサイチョウの森

サラヤの森 10

生活の木の森 2
バンテンの森

発行：認定NPO法人 ボルネオ保全トラスト・ジャパン（BCTJ）
制作：パーム油白書編集委員会（青木崇史、中西宣夫、森井真理子）
編集協力：緒方菜月　写真：中西宜夫、竹谷健太朗　デザイン：根本睦子
発行：２０２3年２月
□本書掲載記事の無断転用を禁じます。

完成予想図と現段階（２０２３.１）までの取得地

緑の回廊プロジェクト
ボルネオ保全トラスト・ジャパンは、世界有数と称されるボルネオの豊かな生態系を未来に残すため、
キナバタンガン川下流域に細長く熱帯雨林が広がる「緑の回廊」をつくって野生動物の生息域を確保し、
多様な生物が生きることのできる環境を保全するための活動を行なっています。

　ボルネオ島北部に位置するマレーシ
アのサバ州では、数千万年ものあいだそ
の姿をとどめていた悠久の熱帯雨林が、
森林伐採やアブラヤシプランテーショ
ンの急激な開発によってわずか70年で
150万ha以上も消失しました。野生動物
は生息地を追われ、数も減少しています。
　生物多様性の宝庫と称されるボルネ
オ島のなかでも有数の地域のひとつ、サ
バ州北東部を流れるキナバタンガン川
流域でも大規模な開発が進みました。下
流域の野生動物保護区は、プランテーシ
ョンや私有の森に囲まれ、つながってい

ません。開発が進めば、野生動物の生息
地がさらに狭まって自由な移動は遮ら
れ、繁殖は阻まれ、遺伝子の多様性も低
下します。
　キナバタンガン川下流域の生態系を
繋ぐためには、野生動物が自由に移動で
きるように保護区と保護区の間に残る
森をつなげた大きな「緑の回廊」が必要
です。その実現のため、2006年にサバ
州政府機関や企業によって「ボルネオ保
全トラスト（BCT）」が設立されました。
　2008年にはプロジェクトの実行を目
的に「ボルネオ保全トラスト・ジャパン

（BCTJ）」が活動をスタート。みなさま
のご支援によりこれまでに1.4億円を超
える寄附金が集まり、およそ104ヘクタ
ールの土地を緑の回廊として獲得しま
した。また獲得した土地を保護区とする
ために、サバ州政府に寄贈する手続きも
進められています。
　生物多様性の保全は21世紀の人類共
通の大きな課題です。私たちはこれから
もボルネオの地で生物多様性保全活動、
自然環境保護活動に全力で取り組みま
す。今後とも末永いご支援・ご協力のほ
どよろしくお願い申し上げます。

保護区・保存林

獲得地

緑の回廊対象地

プランテーション
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定価  600円 （本体545円+税55円）
発行：２0２3年２月

認定NPO法人

ボルネオ保全トラスト・ジャパン
（BCTJ）

〒140-0002　東京都品川区東品川₁ー 25 ｰ₈
Tel▪ 03-3471-4966

URL▪ https://www.bctj.jp
Facebook▪ https://www.facebook.com/

bctjapan/
Twitter▪ https://twitter.com/bctjapan/

E-mail ▪ info@bctj.jp
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